
いちごドリルプリント

関東地方 名前

問1 香取市佐原の歴史的景観が形成された背景として、地理的な条件と歴史的な背景を組み合わせた説明として正しいものはどれですか。 （2025年

埼玉県公立入試 類似）

1. 広大な平野を活用した大規模な稲
作を推奨するため、幕府が農民の居
住区として計画的に建設した集落で
ある。

2. 急峻な山々に囲まれた要害の地で
あったため、戦国時代の城郭建築を
中心とした都市景観がそのまま残さ
れた。

3. 利根川下流の小野川沿いに位置し
、江戸時代に物資を運ぶ舟運の拠点
として発展したため、商人たちの活
気ある町並みが作られた。

4. 明治時代以降に海外貿易の拠点と
して開港されたため、西洋風のレン
ガ造りの建物が並ぶ港町として発展
した。

問2 東京都の工業出荷額の内訳をまとめた資料では、輸送用機械に次いで、印刷業が13.1％、情報通信機械が10.4％、電気機械が7.5％を占めると
いう特徴があります。このように、巨大な消費地や情報の中心地であるという立地条件を活かした工業の形態を何と呼びますか。 （2017年

愛知県公立入試 類似）

1. 重化学工業 2. 都市型工業 3. 地場産業 4. 先端技術産業

問3 首都圏の外縁部に位置する茨城県では、近年、人口増減率がマイナス0.59パーセントを記録し、高齢者割合も約30パーセントに達するなど、人
口減少が進行しています。このように死亡者数が出生者数を上回ることで生じる人口の減少を何と言いますか。 （2021年 徳島県公立入試 類似）

1. 自然減 2. 社会減 3. 社会増 4. 自然増

問4 東京都における渋谷区のような都心部と、八王子市のような郊外の状況を比較したとき、郊外で人口が増加する主な要因を説明したものとして
最も適切なものはどれですか。なお、都心部は地価が極めて高く推移しており、郊外は地価が低く安定しているものとします。 （2021年

群馬県公立入試 類似）

1. 都心部と比較して郊外は地価が高
いため、資産価値を求める人々が流
入しやすいから。

2. 都心部は郊外よりも利便性が低い
ため、地価に関わらず人々が郊外へ
避難するから。

3. 都心部と郊外では地価に差がない
が、郊外の方が大規模な商業施設が
多いため。

4. 都心部と比較して郊外は地価が安
いため、住宅を求める人々が流入し
やすいから。

問5 関東地方の北部に位置し、新潟県や長野県といった中部地方の県と境を接している「群馬県」について、その県庁所在地名として正しいものを
次のうちから選びなさい。 （2019年 福岡県公立入試 類似）

1. 高崎市 2. 水戸市 3. 宇都宮市 4. 前橋市

問6 東京23区への通勤・通学者の交通手段について、鉄道利用率が全国平均の2倍以上という極めて高い水準にある現状を踏まえ、大規模災害時に「
帰宅困難者」が大きな社会問題となる理由として最も適切な説明はどれですか。 （2019年 岩手県公立入試 類似）

1. 多くの人々が居住地から離れた場
所に集まっており、鉄道の停止によ
って長距離の移動手段を失うため

2. 自家用車を利用して通勤・通学す
る人が多いため、道路が渋滞して救
急車両の通行を妨げるため

3. 都市部への流入人口が年々減少し
ており、災害時に救助活動を行う人
手が不足するため

4. 郊外の公共交通機関が発達してい
ないため、避難所から自宅へ戻る方
法がなくなるため

問7 千葉県は、京葉工業地域を中心とした製造業が盛んな一方で、農業も非常に活発です。特に野菜の産出額が全国的に高い水準にありますが、こ
のように大消費地である都市の周辺で行われる、新鮮さが求められる野菜などを生産する農業の形態を何と呼びますか。 （2024年 新潟県公立入試 類似）

1. 促成栽培 2. 近郊農業 3. 抑制栽培 4. 適地適作

問8 関東地方の各県を比較した統計データにおいて、千葉県は「飲食料品の小売販売額」では神奈川県や埼玉県を下回るものの、「化学工業製品出
荷額」ではこれらの県を大きく上回り、突出した数値を示す特徴があります。このような結果になる理由として、最も適切な説明はどれか。
（2016年 長崎県公立入試 類似）

1. 飲食料品の販売額は人口規模に比
例する傾向があるが、千葉県は東京
湾岸に石油化学コンビナートが集中
する京葉工業地域を有しているため
。

2. 神奈川県や埼玉県は製造業からサ
ービス業への転換が進んだ一方で、
千葉県は県内全域で伝統的な重工業
の維持を最優先する政策をとってい
るため。

3. 千葉県は成田国際空港を通じた貿
易額が多いため、内陸部の工場で生
産された化学製品の出荷額が統計上
、他県よりも多く計上されるため。

4. 千葉県は近郊農業が盛んであるこ
とから、農産物を原料としたバイオ
テクノロジー産業が化学工業製品と
して分類され、出荷額を押し上げて
いるため。

問9 関東地方の群馬県や栃木県などの内陸部では、自動車工業や機械工業といった「内陸型工業」が大きく発展しています。このように、内陸部に
おいて工業が発達した背景にある、交通網の整備に関する理由として最も適切なものはどれですか。 （2021年 奈良県公立入試 類似）

1. 高速道路網の整備が進んだことで
、生産した製品を消費地や港へ効率
的に輸送できるようになったため。

2. 新幹線の駅が各地に設置されたこ
とで、工場の従業員が都市部から短
時間で通勤できるようになったため

3. 大型の貨物船が接岸できる掘込港
が整備され、海外から輸入した原料
を直接工場へ運び込めるようになっ
たため。

4. 鉄道の貨物専用線が各工場に引き
込まれ、重量のある原材料を一度に
大量に輸送することが可能になった
ため。

問10 関東地方の北西部に位置し、長野県や新潟県といった中部地方の県と境界を接している内陸の県を選びなさい。 （2016年 秋田県公立入試 類似）

1. 埼玉県 2. 栃木県 3. 茨城県 4. 群馬県

問11 日本の大都市圏における人口動態を分析した際、千代田区などの東京都心部で見られる特徴について述べた文として、正しいものはどれですか
。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 都心から郊外へ向かう通勤・通学
者が多いため、昼間人口が夜間人口
を下回っている。

2. さいたま新都心のように都市機能
の分散が進んだため、昼間人口と夜
間人口がほぼ等しい。

3. ドーナツ化現象が完全に解消され
た結果、夜間人口が昼間人口を上回
るようになった。

4. 昼間人口を夜間人口で割って算出
される数値が、100％を大きく超え
ている。

問12 千葉県の東京湾沿いの地域には、石油・石炭製品を扱う大規模な工場が集中しています。このような工業が、内陸部ではなく特に臨海部に立地
している理由として最も適切な説明を次から選びなさい。 （2021年 福岡県公立入試 類似）

1. 製品を消費地である東京都心へ、
船を使って短時間で運搬するため。

2. 工場から出る排気ガスによる大気
汚染の影響を、海風で最小限に抑え
るため。

3. 大規模な工場用地が確保しやすく
、原料の輸入に便利だから。

4. 冷却水として大量の真水を確保す
るため、大きな河川の河口付近が選
ばれたから。


